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保険販売のニーズ喚起に必要なデータを
より見つけやすくリニューアル！

https://www.fps-net.com

【注】上記テキストは、AFP・CFPⓇの継続教育単位取得の通信講座教材として、日本FP協会より認定を受けております。通信講座の受講を希望される方は、継続教育通信講座の
専用申込用紙からお申し込みください。上記テキスト購入後に通信講座への切替申込はできません。当冊子の講座開講は2024年6月です。詳しくは、弊社ホームページ 
https://www.fps-net.com/keizoku/、もしくは弊社業務部までお問い合わせください。 TEL 03-3352-8302

※体裁・内容等、一部変更になる場合がございます。

オンライン面談で役立つ弊社独自のオリジナルデータ、官公庁・諸団体の最新データを使ったリーフレットやパンフレットなど、ニーズ喚起ツール類の制作も行っております。
詳しくは、弊社企画営業部 ☎03-3352-8302  　salesfps8302@fps-net.com

子どもの教育資金はどうやって準備する？

テーマ別に３つのオリジナル調査

＊社長の生命保険加入目的
＊役位別功績倍率

＊教育資金の準備開始時期
＊怖いと思う病気のランキング　等

令和4年 企業経営と生命保険に関する調査
＊社長の退職慰労金予定額　　
＊事業承継における問題点　等

＊生命保険の新規加入・
　見直しの状況

主な
内容

＊認知症の介護の場所
＊認知症介護の費用の負担感　　　　　　　　　　　　　　等

＊認知症に対する経済的な備え

●B5判／176ページ
●定価：3,960円（本体3,600円＋税10％）
●ISBN978-4-86254-297-7

介護付有料老人ホームにかかる費用は？ 経営者を悩ませる経営上の問題点とは？

企画・制作
エフピー
教育出版

生命保険会社、損害保険会社、保険代理店、銀行、証券会社
などの企業さまをはじめ、保険営業の方々にも数多くご利
用いただいております。

3種類のオリジナル調査のほか官公庁や諸団体の最新
の調査結果を、それぞれの家庭に訪れるさまざまな
ライフイベント別に集約、企業経営者が直面する経営
課題に関するデータも満載です。保険ニーズ喚起
のヒントとなるデータがきっと見つかります ！

有能な人材の不足が 52.4％
後継者問題が 27.6％
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約60点

令和3年 サラリーマン世帯生活意識調査
主な
内容

約100点

令和3年 認知症介護に関する調査
主な
内容

約20点

CONTENS

生命保険会社の子ども保険・学資保険が 58.6％
銀行の定期預金等が 31.3％

入居一時金 約1,357万円
月額利用料　 約23.5万円

65歳以上1人を何人で支えるか？ （老年人口指数）

昭和55年（1980年）は、 7.4人で1人
令和42年（2060年）は、 1.4人で1人

入居一時金・月額
利用料併用の場合
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生保営業の方にもすぐにお役立て
できるよう、重要キーワードのみの
わかりやすい見出し構成に ！




